
道路の技術開発・新技術導入のフロー

道路行政の技術開発ニーズを公表

技術基準・要領等の改正
性能カタログへの掲載

新技術導入促進計画に位置づけ
（道路技術懇談会で決定）

導入促進機関で検証･検討
必要に応じ現場で実証実験等を実施

現場実装を促進

道路管理者（各地方整備局等）から幅広く技術開発ニーズを聴取

他の検討会等での議論や
実証実験 等

入札契約手続による義務付け・誘導
（入札説明書への記載、総合評価等）
ガイドラインや各種要領等への反映

（年４回改訂）

「道路行政の技術開発ニーズ一覧」は、各地方整備局等の技術開発ニーズを取りまとめたもの
（全137件令和4年3月時点）
今後の道路技術の研究開発は、本ニーズに基づき以下のフローで現場実装を目指す

各ニーズには、単独ではなく、複数のニーズを組み合わせた技術開発を期待されるものも含まれる

各ニーズの担当の連絡先を明示し、技術開発相談等に応じる

地公体で
活用されて
いる新技術

SIPやPRISM等を活用した研究開発
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【研究開発が必要なもの】



新技術導入促進計画について

国土交通省道路局では、良い技術は活用するという方針のもと、道路行政ニーズや技術の
シーズを考慮し、「新技術導入促進計画」を毎年度作成

計画に位置付けられたテーマごとに、民間企業からの技術の公募やフィールドテストを行い、導
入に必要な基準の改定等を通じて、新技術の現場実装を図る

リクワイヤメントの検討

技術公募
・民間企業から広く公募
・リクワイヤメントを明示

技術基準等の策定案の検討
性能カタログの策定

現場実装

【新技術導入促進計画の流れ（例）】

点検に係る現場作業の効率化等に資する技術
点検結果のとりまとめ（内業）の省人化・省力化が可能な技術

リクワヤメントの例（橋梁・トンネルの点検支援技術）

実橋のケーブルでの検証
（斜張橋ケーブル点検ロボット）

フィールドテストの例

実トンネルでの検証

（モービルインスペクションシステ
ムＧＴ－８Ｋ）

フィールドテスト
・実現場やテストフィールド
で実施



定期点検に係る法令及び関係資料の位置づけ

トンネル等の点検は、点検を適正に行うために必要な知識及び技能を有する者が行うこととし、近接目視により
５年に１回の頻度で行うことを基本
健全性の診断を行い、結果を分類する（区分Ⅰ～Ⅳ ※告示）
措置を講じたときは、その内容を記録・保存する

点検要領（技術的助言）

法令上の記載

１．適用範囲
２．定期点検の頻度
３．定期点検の体制
４．状態の把握
５．健全性の診断
６．記録
７．措置

本

文

定期点検を行う者は、（略）近接目視により
把握するか、または、自らの近接目視によ
るときと同等の健全性の診断を行うことが
できる情報が得られると判断した方法によ
り把握しなければならない。

• 定期点検の実施に当たっての一般的な注意点
• 一般的な構造と主な着目点
• 判定の手引き
• コンクリート片の落下等第三者被害につながる損傷の事例 ※道路橋のみ

（道路法施行規則第４条の５の６）

●道路橋 ●道路ﾄﾝﾈﾙ ●ｼｪｯﾄﾞ、大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ等 ●横断歩道橋
●門型標識等 ○舗装 ○小規模附属物 ○道路土工構造物

●：５年に１回の定期点検を実施することを基本とする分野

• モニタリング技術も含めた定期点検の支援技術の使用について（令和2年6月）
• 監視計画の策定とモニタリング技術の活用について（令和2年6月）
• トンネル定期点検における本体工（覆工）の状態把握の留意点（令和2年6月）
• トンネル定期点検における附属物の状態把握の留意点（令和2年6月）
• 特定の条件を満足する溝橋の定期点検に関する参考資料（平成31年2月）
• 水中部の状態把握に関する参考資料（平成31年2月）
• 引張材を有する道路橋の損傷例と定期点検に関する参考資料（平成31年2月）

点検に関する｢新技術利用のガイドライン｣

開発者が作成する「技術マニュアル」

・性能カタログに掲載する技術ご
とに、開発者が作成

・現場で機器等を適切に活用す
るために必要な情報を整理

・定期点検業務の中で使用する技術を受発注者
が確認するプロセスを明示

・技術の性能値の確認に用いる標準項目を明示

受注者 発注者

協議

承諾

性能カタログ、技術マニュアル、
点検要領の参考資料の活用

付

録

（点検支援技術に関する記載）

分
野

• 記録様式作成にあたっての参考資料（道路橋定期点検版）（平成31年2月）
• 記録様式作成にあたっての参考資料（道路トンネル定期点検版）（平成31年2月）
• 記録様式作成にあたっての参考資料（ｼｪｯﾄﾞ、大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ等定期点検版）(平成31年2月)

参

考

資

料

（点検支援技術の活用に関し、参考となる資料）

［H31.2改正］

技術の選定・確認
調査計画の立案

R2.6
時点

［H31.2策定］

点検支援技術性能カタログ

画像計測 非破壊検査

計測・モニタリング

・橋梁 ：34技術
・トンネル ：16技術

・橋梁 ：19技術
・トンネル ：13技術

データ収集・通信

（3技術）・橋梁 ：38技術
・トンネル ： 8技術

131技術

（R3.10時点）

・標準項目に従い、各技術の性能値を整理・掲載
（今後、拡充予定）



○ ガイドラインは、定期点検業務の中で受発注者が使用する技術を確認するプロセス等を例示。
○ 性能カタログは、国が定めた技術の性能値を開発者に求め、カタログ形式でとりまとめたもので、
受発注者が新技術活用を検討する場合に参考とできる。

発注者受注者

活用技術を協議

活用技術を承諾

新技術の性能カタログ

新技術を選ぶ際に

性能確認の参考として活用

新技術の性能カタログ

確認のあった新技術の
性能確認に活用

技術を活用

技術を選定

点検支援技術の活用範囲や
活用目的等を明確化

業務委託の準備

業務委託
（技術活用を含む）

技術を確認

※予め道路管理者が点検支援
技術の活用範囲や活用目的
等を整理し、発注する場合

新技術利用のガイドライン

定期点検業務の中で受発注者が確認するプロセスを整理

ガイドライン・性能カタログの概要



点検支援技術性能カタログ

○ 点検支援技術性能カタログは、国が定めた標準項目に対する性能値を開発者に求め、開発者か
ら提出されたものをカタログ形式でとりまとめたもの （令和３年10月時点で１３１技術を掲載）

○ 受発注者が、点検支援技術性能カタログを参照することにより、点検への新技術の活用を推進

画像計測

・橋梁 ：34技術
・トンネル ：16技術

非破壊検査

・橋梁 ：19技術
・トンネル ：13技術

計測・モニタリング

・橋梁 ：38技術
・トンネル ： 8技術

・3技術

点検支援技術性能カタログの構成

第１章 性能カタログの活用にあたって

１．適用の範囲
２．用語の定義
３．性能カタログの活用について
４．性能カタログの標準項目について

（１）基本諸元
（２）性能の裏付け
（３）調達・契約にあたってのその他必要な事項
（４）その他

５．点検支援技術に関する相談窓口の設置
付録１ 点検支援技術性能カタログの標準項目

第２章 性能カタログ

画像計測技術（橋梁／トンネル）
非破壊検査技術（橋梁／トンネル）
計測・モニタリング技術（橋梁／トンネル）
データ収集・通信技術

付録２ 技術の性能確認シート

ドローンによる損傷把握 ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾝによる変状把握

電磁波技術を利用した
床版上面の損傷把握

センサーによる橋梁ケー
ブル張力のモニタリング

レーダーを利用した
トンネル覆工の変状把

握

＜主な掲載技術
＞

トンネル内附属物の
異常監視センサー

センサー

トンネル
照明

データ収集・通信※国土交通省ホームページ
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/inspection-support/



点検支援技術性能カタログの閲覧サイト

ホームページURL ： https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/inspection-support/

①掲載技術一覧をクリック

②エクセルファイルをダウンロードし、
フィルター機能にて技術を検索

③「性能カタログ」「性能確認シート」を
クリックすると掲載ページへ移動

＜使用方法＞







公共工事等における新技術活用システム

（件数：R4.6時点）

民間事業者等により開発された有用な新技術を公共工事等において積極的に活用・評価し、
技術開発を促進していくためのシステム（2001年度より運用）。

活用 事後評価
5件以上の活用結果に
基づき、技術の成立性
や活用効果等を、各地
方整備局等に設置する
新技術活用評価会議
（産学官の有識者会
議）において評価

公共工事等において、
施工条件等に適した
新技術を活用登録

公共工事等に関する、
実用化された技術を
申請、登録

テ
ー
マ
設
定

現
場
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証

技
術
比
較
表
作
成
・
公
表

現場活用を迅速化する取組の強化（2016年から）

公
募

・年間約7,100件(49%)
の直轄工事で活用
・活用延べ新技術数は、
年間約25,500技術

各地方整備局技術事
務所等にて受付

更
な
る
技
術
の
開
発
・
改
良

技
術
開
発
成
果
（
有
用
な
技
術
）
の
普
及

技
術
の
開
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・
実
用
化

NETIS
（申請情報）
約2,900件

ＮＥＴＩＳ
（評価情報）
約800件

有
用
な
技
術
の
積
極
的
な
活
用迅速化

技術のスパイラルアップ

公共工事等における新技術活用システム

新技術情報提供システム
『ＮＥＴＩＳ』

Web上で情報提供
https://www.netis.mlit.go.jp/netis/

リ
ク
ワ
イ
ヤ
メ
ン
ト
設
定



NETISサイトアドレス
https://www.netis.mlit.go.jp/netis/

NETIS（New Technology Information System ： 新技術情報提供システム）とは、公共事業が抱える様々な
課題に対し、民間企業などで開発された技術を募集し、新技術情報をインターネット上に公開し、検索を可能にしたデータ
ベースシステムです。運営は国土交通省が行っています。現在の掲載技術数は約2,900件となっています。

NETISサイトトップページ

NETISの活用により可能になること
・工種、技術の区分、キーワード等を選択して、知りたい新技術情報の取得
・新技術の概要、期待される効果、適用条件、適用範囲の確認
・従来技術との比較の確認
・単価や施工方法、施工実績の確認
・新技術の開発者への問合せ先の確認
・設計時において、新技術の積極的な活用の検討への利用

NETIS掲載新技術の活用によるメリット
・施工コストの削減
・工期短縮の実現
・品質の向上

【国土交通省発注工事における受注者メリットとなるNETIS新技術の活用方法例】
・施工時に新技術の活用を提案すると、工事成績評定での加点の対象となる。また活用した結果の効果が良好な場合には、さらに加点される。
・すでに請け負っている現場で使える自社開発技術があれば、施工者選定型として提案できる。
・工事成績評定だけでなく、総合評価方式の入札において、事後評価で有用と認められた新技術の活用等の提案を行った場合は、評価の対象に
なる。

発注者・受注者共に
メリットとなり得ます

NETIS（新技術情報提供システム）について



●NETISは「申請情報」と「評価情報」から構成。
●「申請情報」は、技術開発者からの申請に基づく情報であり、その内容について、国土交通省が

評価を行っているものではありません。
●「評価情報」は、当該技術の活用等を行った結果に基づき評価を行ったものであり、個々の現場

の条件その他により評価は変わりうる等の性格を有するものです。

技術情報

◇◇工法 ▽▽材料

技術情報

・・・ 『新技術活用評価会議』による
事後評価

直轄工事等での
新技術の試行・活用

ＮＥＴＩＳ
（申請情報）

NETIS
（評価情報）

民間等の技術開発

技術情報の登録申請

事後評価

○○工法 △△材料

・・・ 事後評価

NETIS（申請情報）は
カタログ情報の集まり

※新技術の活用は、現場毎の条件の適合性等による判断に応じて設計・工事担当部署がそれぞれ行うものであり、評価結果
に基づき当該技術の活用等の実施が保証されるものではありません。

※NETIS掲載情報は、当該技術に関する証明、認証その他何ら技術の裏付けを行うものではなく、あくまで新技術活用にあたっ
ての参考情報です。

ＮＥＴＩＳの申請情報・評価情報

容易に誰でも
検索利用可能



評価会議にて評価した
「活用効果評価結果」を公表しています。

①「所見」
・ 当該技術の特性や優位性などをコメント

②「次回以降の評価に対する視点と評価の必要性」
・ 今後活用時の調査項目や次回評価の必要性を記載

③「留意事項」
・ 今後の活用における留意点をコメント

④「活用効果調査表における改良点及び要望」
・ 技術を活用した施工者、監督職員からのコメント

⑤［参考］ 「項目の平均と従来技術の比較」
・ 技術の特性（経済性、工程、品質・出来形、安全性、施
工性、環境の６項目）をレーダーチャートで表示

⑥［参考］ 「活用効果調査結果」
・ 評価対象工事と工事毎の６つの評価項目の評価結果を
掲載

⑦「今後、当該技術を活用できる工事に活用したいか」
・ 技術を活用した施工者、監督職員からの意向を集計表示

①

⑤

⑥

③

④

⑦

②

事後評価（活用効果評価表）の公表



テーマ設定型（技術公募）とは
●現場ニーズ・行政ニーズ等により、求める技術募集テーマを設定。
●評価指標、要求水準、試験方法等を明確にした上で、テーマに沿った技術を募集。
●同一条件下での現場実証等を経て、個々の技術の特徴を明確にした比較表を作成・公表。
道路メンテナンスに関するテーマとして、これまでに
・コンクリート構造物のうき・剥離を検出可能な非破壊検査技術
・道路トンネル点検記録の作成支援ロボット技術
・道路橋点検記録作成支援ロボット技術 等を作成・公表しています。

道路メンテナンスに関するテーマ設定型（技術公募）

ここをクリック

▲NETISのHP

▼技術比較表の例（道路トンネル点検記録の作成支援ロボット技術）

ここをクリック



NETIS申請・相談窓口一覧


